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○申請者情報 

採 択 年 度：平成 28年度 

部 局 名：薬学研究科 医薬創成情報科学専攻 

職 名：教授 

氏 名：掛谷 秀昭 

 

○派遣研究者情報 

部 局 名：薬学研究科 医薬創成情報科学専攻 

職 名：助教 

氏 名：西村 慎一 

研究課題名：医薬品開発に資する細胞膜標的型の海洋天然物の取得 

Discovery of membrane-targeting drug leads from marine environment 

渡 航 期 間：平成 28 年 8 月 19 日～平成 28年 10 月 21 日（64 日間） 

    平成 28 年 12 月 20 日～平成 29年 8 月 9 日（232 日間） 

 

○渡航先情報 

国 名：アメリカ合衆国 

研究機関名：カリフォルニア大学サンディエゴ校 スクリプス海洋研究所 

研究室名等：Center for Marine Biotechnology and Biomedicine 

受入研究者名：Distinguished Professor William Fenical 

 

○渡航期間中の出張 

出 張 先：京都大学 

目 的：派遣元研究室における細胞膜標的型の海洋天然物探索についての打ち合わせ 

期 間：2017 年 6 月 5－6 日 

 

出 張 先：札幌 

目 的：日本ケミカルバイオロジー学会において成果発表と情報収集 

期 間：2017 年 6 月 7－9 日 
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［成果］ 

［申請者］ 

○支援により研究室等の負担軽減につながった点など 

当分野の西村助教の長期出張により、当初、研究の遅れが危惧された。しかし派遣元支援プログラム

による非常勤教職員の雇用が可能となり、スクリーニングなどの研究作業スピードはほぼ保たれた。 

 

［派遣研究者］ 

○プロジェクトの成果及び今後の展開 

・研究概要 

スクリプス海洋研究所（Scripps Institution of Oceanography: SIO）は 100 年以上の歴史を有し、研

究所として世界有数の規模を誇る。海洋気象学、地理学、生態学だけでなく、派遣者が専門に

する海洋天然物化学が盛んな研究所である。研究スタイルの特徴の一つが研究室間の緊密な共

同研究であり、微生物の収集、ゲノム解析、生物間相互作用の解析、化合物の単離・構造決定、

生合成メカニズムの解明、質量分析技術の開発を専門にする研究室群が、独自に研究を展開し

つつ、リソースと解析技術・情報をシェアすることでインパクトのある研究成果を多く発信し

ている。本派遣プログラムにおいて派遣者は、化合物の探索・単離・構造決定のスペシャリス

トである William Fenical 先生の研究室において、生体膜を標的とし、医薬品開発に資する抗真

菌化合物の探索研究を行った。当該研究所が保有する膨大な海洋微生物の培養液抽出物のうち

約 4,000 サンプルを、派遣者らが独自に開発してきた探索系に供し、4 つの興味深い化合物の取

得に至った。得られた化合物のうち一つについては合成誘導体を調製し、生物活性の評価を行っ

た。今後、取得した化合物による生物活性の発現メカニズムを解析し、新しい抗真菌剤と抗真菌

剤のターゲット因子の提案につながることが期待できる。 

 

・国際共同研究の立上げ・ネットワークの構築 

Fenical 先生と見出した複数の化合物について生物活性の発現メカニズムの解明研究を計画し

ており、必要に応じて研究費申請・獲得を行う予定である。また、当該化合物の生産者にとって

の機能や環境中での機能の解析、生合成遺伝子やその周辺領域の遺伝子配列解析を行う場合には

SIO に在籍するスペシャリストとの共同研究を検討する。 

 滞在期間中には米国における学会参加はしなかったが、研究所内のセミナーには極力参加し、

情報収集とネットワーク作りに努めた。セミナーの一つは、月に一度のペースで開催される NPAG

（http://npag.ucsd.edu/）である。約 10 の研究室が持ち回りでセミナーを担当し、現役のラボ

メンバーだけでなく、世界中の著名な天然物化学者もしばしばゲストスピーカーとして登壇した。

金曜日の夕方からビールを片手にスピーカーもオーディエンスも気軽にディスカッションをす

る雰囲気は貴重な時間であった。現時点で直接的なネットワーク構築には至っていないが、ニー

ズが一致すれば国際共同研究や人材派遣プログラムの展開を検討する。 

 

・国際共著論文の投稿・発表等の状況、国際学会等での発表状況［予定を含む］ 

スクリプス海洋研究所にて取得した天然有機化合物のうち、一つについては Fenical 博士と論文

執筆中であり、2018 年 3 月に開催されるゴードン会議でも発表予定である。 

 

・在外研究経験によって習得した能力等 

訪問先の Fenical 先生は海洋微生物からの新規天然物の取得を得意とする。SIO CMBB (Center for 

Marine Biotechnology and Biomedicine) や UCSD には微生物の収集、生合成機構の解明、質量分

析技術の開発を得意とする研究室群が、リソースと解析技術・情報をシェアしながら研究を展
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開していた。所内セミナーに参加していると、改めて、コラボレーションの成功には各グループ

がそれぞれに高い専門性を持つことが必要であると実感した。 

 教育について興味深かったのは、大学院生による研究プレゼンのクラスであった。SIO CMBB

に所属する大学院生がモデレーターを務め、別な大学院生がプレゼンを行い、プレゼンター以外

全ての大学院生がプレゼンの評価をしていた。A4 一枚のプレゼン評価用紙は、背景や仮説、方

法・結果などの内容、スライドのデザイン、プレゼンテーションについての細かい採点とコメン

トで埋まっていた。また、研究員や PI も可能な限り参加し、特に PI は大学院生のメンターでも

あることからか、positive かつ encouraging な質問を出していたのが印象的であった。このクラス

により大学院生のプレゼン技術が上達すると同時に、研究内容や技術を周辺のラボでシェアする

ことにもつながり、研究プロジェクトの進捗にも貢献しているようであった。 

 

・在外研究経験を活かした今後の展開 

現在、多くの実験作業はキット化が進んでいることも手伝って、自分の専門外の作業であっても

比較的簡単に行えるものが増えてきた。そのため、研究技術について器用貧乏になってしまう可

能性も高いように感じていた。そんなとき、派遣者がある研究テーマを Fenical 先生に提案した

ところ、彼からは「面白いことは沢山ある。研究は焦点を絞って展開しなさい。」と声を掛けら

れた。この方針の是非を今は断言できないが、少なくとも高い専門性が無ければ効果的なコラボ

レーションも成立しないという大前提に改めて気づかされた。「何かに特化した研究展開」とい

うのは今後、派遣者の研究においても、後進への指導においても、重要な指針の一つになる。 

 

  


